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報告要旨 

2001 年に中国は WTO に加入してから、農産品国際貿易の大国となりつつある。2002-2008 年の間で、貿易総額は 304.3 億ド

ルから 985.6 億ドルまで増加し、年平均の貿易の増加速度が 18.3%だが、2004 年から長期的な貿易黒字から赤字の状態になり、

さらに差額はだんだん拡大していく状況が現れる。激しい競争の国際貿易に高付加価値の農産品はほとんどないという問題が中

国に深刻な問題と気付かれた。 

1994 年から中国において地理的表示に注目が集まり、それをめぐる法律や政策などが次々と誕生した。中国の農業問題を解

決する一環として期待される地理的表示の数が急速に増加する一方、地理的表示は中国農業にとっての新たなコンセプトとして、

現有の中国の農産品経営モデルに効果がはっきり発揮できるかという懸念がある。 

本報告は、中国において三つの主な農産品経営モデルを分析している上に、地理的表示に対して農家＋合作社＋企業型モデ

ルを選ぶ原因と問題などを明らかにする。さらに、今の段階に同業協会が加入する農産品経営モデルを試行することについて、

中国の現状を参考しながら将来に出会う問題を検討する。 



質疑・応答 

（石井）地理的表示の申告はどのようにして行うか。 

（王）地理的表示についてふさわしいかどうか審査をして、地理的表示が正式に認められる。 

（石井）地理的表示にはどのようなものがあるか。 

（王）紹興酒、仙台牛など。 

（木谷）フランスにおいて、同業協会とはどのようなケースを考えているか。 

（王）例えばワインの場合では、経営している企業も大きな農場も含めて同業協会に入っている。民主

的な仕組みでリーダーを選んでいる。 

（木谷）合作社の上に同業協会を作ろうとしているのか。 

（王）はい、同業協会は地理的表示の使用を監督をする。 

（木谷）フランスの例が良くて、中国の例が良くない。という言い方はおかしいのであって、中国とフ

ランスでは労働条件、文化の背景が違うため、フランスのモデルをどのようにして中国に適用させるか

が課題になるのではないか。 

（王）政府が監督することが一番早い対策だと思う。民主制度は時間がかかってしまう。 

（石井）企業領弁合作社の農家に対しての配分の問題は、地理的表示に限らず一般的にあるのか、それ

とも地理的表示の問題をかぶせた時に酷使した問題として現れるのか。 

（王）2 つの問題を合わせて、新しい問題が起こると思います。元々、企業領弁合作社は多く中国に存

在していて、一応うまくいっている。農家が反対しない理由は、企業が農家の利益を損なう場合には、

農家は市場を選ぶことが出来る。地理的表示の場合は、合作社が所有権と使用権を持っているため、農

家は、脱退した後に地理的表示を使用することは出来ない。 

（米倉）農家、合作社、企業というテーマでそこに地理的なブランドのような付加価値問題を追加的に

考える。組織の経済論としては、非常におもしろい応用問題と思う。地理的ブランドを認証するシステ

ムは日本で行っているか。 

（王）団体商標として、仙台牛、松坂牛などあります。日本は役所で行っています。 

（米倉）中国でのブランドの効果はどうか。 

（王）紹興酒などでは十分にブランド効果が発揮されている。 

（米倉）農産物については、紹興酒のような例はあるか。 

（王）漢方薬が多いです。企業はどれくらい利益を上げたか農家に知らせていない。民主的な組織が出

来れば、現在の企業と農家の利益分配の関係は変化すると思う。 

（長谷部）中国において同業協会を作った場合、所有権はどうなるか。 

（王）中国で試行しているモデルは、使用権と所有権を分離している。 

 


